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アルギシ酸ソーダ及びアルギ V 酸

ソ{ダ工業の現股

岡崎彰夫

(7)t産臨調査研究部研究第二課)

アルギン酸の護見は 1883年イギリスの化拳者スグンフォードによるもの

である。それ以来イギリス， ドイツ，ソ謹等の諸園で製遣し日本にも惇えら

れたが，今度の職争中需要が念激に増加し，技術も念蓮に進歩した。とれは

日本の寒天が各聞に輸出せられや，その代替を各園で自国資源に求め Macro-

cystis という長大主主権藻からアルギン酸を作る研究を行ったからでるる。 現

在の世界のアルギン酸原藻の推定生産高及びアルギン酸の推定生産能力は第

1表に示す通りである。

『 即ち日本は寒天と同様にアルギ

ン酸工業についても世界的に優位

にるるととが分る。

現在の日本のアルギン酸工業は

ー工場に於ける生産車位が低いの

と，燃料及び電力費が外閣に比し

て比較的高慣でるるため，その慣

格が輸出を満足させるに至ってい

ない。

日本に於けるアルギン酸工業は

線、て Na-躍として生産されてたり

アルギン酸ソーダとして市場に出

ている。アルギン酸ソーダは援国

力は殆ん Eない賠は寒天に劣る

が，極めて強い粘性を有しそのた

め種々の用途に供せられている。

製浩方法の大要は弐の通りで

ある。

第 1 表

世昇の褐藻類生産額及びアルギン融

(叉はアルギン殿ソーダ) 生産能力

(推定を含む)

|褐華菜類けルギン敵
陣 名|生産高|主康隆カ

日 本

イ ギ リ ス

ア メ リ カ

オーストラリア

ユ a ージーランド

南アヲ V カ

チ り ー

ソウ。ィエット

スエーデン

ノルウエ

ド イ ツ

フ フ ン ス

カ ナ タ'

20.000.000 

18.000.000 

8.500.000 

1.500.000 

500.000 

300.000 

300.000 

300.000 

200.000 

200.000 

200.000 

200.000 

200.000 

2.000.00 

2.000.00 

0 

0 

0 6.000.00 

1.000.00 

一
500.00 

500.00 

500.00 

300.00 

300.00 

200.00 

100.001 

100.001 

(備考) 原著誕生産高は食用，工業用の需

要幸子し〈は笈績より推定した。
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先十昆布，アラメ，カジメ等の褐藻類の幹，貝殻，石友藻等を手で除去し

水漬，稀堕酸を以て 4-8時間洗糠すると色素，盛化加里，沃度，マン=ッ

ト等他の成分が取除かれる。とれを椿解槽に移L..遁量の水及び原藻に封し

5-10%の炭酸ソーダ又は苛性ソーダを加え.4OoC_50oCに加温しつつ藻体

が完全に糊般にたるまで揖枠i容解する。

ヨえに櫨過工程を容易にするため 5-10倍の水?で稀轄する。識過前の71<.量は

原藻に封し.rアラメJrカジメ」の場合は 70-80倍，昆布では 1∞-120

4書に怠る.

稀韓液は先十趨嘗~方法で組大1:1:1容解捜査を除去し，次に瓦斯による浮遊

法又はバスケット・シャープレス等の各種遠心分離機，フィルグープレス，オ

F バーフィルター，袋櫨過等で清澄液とし，とれに有効盟議 1~杉位の次亜盟

素酸ソーダを加え液を漂白する。

との漂白液に硫酸又は堕酸を加え pH3附近に保つとアルギン酸グルが排

出して来る。ヨたに脆水を容易にするため 40CC_50oCの温湯に浸し，水分を

或る程度分離し，脆水後計算量の炭酸ソーダ又は苛性ソーダを加え=-ーダ

ー等で混合し中和すると極めて粘調1:1:糊放のアルギン酸ソーダペーストを

得る.

低観念用迭に用いるにはとのペーストにフォルマリン等の防腐剤を入れて

出荷するが，高級用途の場合にはとれを更に稀韓Lメグノールを加えて脆水

脆盟を行い精製されたものを減盤，真空，赤外組等で乾燥L粉砕してパウダ

ー献で出荷する。精製に徳用したメタノールは蒸溜回牧して繰返し使用する。

との生産費を左右する重要ゑポイントは原藻の種類，採集時期，産地別に

よる滞解方法，櫨過の能寧及びメタノールの回牧寧，更に熱の有効な利用の

四賠にeI;る。石炭の使用量も数年前は製品パウダー 1蕗に撃すし 13-14殖を

要したが，現在は潜熱等を有効に利用して 7-8腫程度に節約されている。

アルギン酸は 1債の盟類及び Mg盟.Hg盤は71<.に可i容で，他の堕類は

不i容性でるり又如何ゑる有機i糊 uにも溶け1:1:い.金属堕には特殊の着色を示

し，アメ Pカでは塗料に利用したとのととである。

Na-盟の粘調性を利用した用途は特に多〈希望的にそれを羅列すると第 2

表の通りである。

然L各工業に従来まで使用されていた糊との債格の問題と夫々の使用上の

特性の闘係から，第2表の内で現在利用されているもの及びその年聞の需要
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78 毒薬 類 第1!1器 第S器量 昭和 28~BI 月

鱒2.アルギン融ソーダの用途

両ム由示ム|

i 

己 その他工業用品 11理霊 :11融持 11錨業 rI 
アイ R クリーム

アイス
キャンダー

チョコレート

ジ -1- 4‘ 

ケ チャ 汐 7" 

ソ ース

マーがりン
"'.: p ー

ゼ リー菓子

瀦 衣 菓 子

佃煮

ビー ル ， 酒

蒲鉾

ローション

線 歯磨

li 鹸

清繕剤

農襲爵箸舟l

水性塗料

窮民根

気 化 周

清澄用

潤 滑 用

粕 給 用

接 着 用

ラテックスi島縮

不燃塗料

観*'軟化周

数量は昭和 28 年度。販寅計壷から見ると第 8表~示ナ通りである。

織物捺染については金園的で

は1:tいが冬期聞を除いては従来

の灘粉を殆んEアルギン酸に切

換えたエ場がある。現在は主と

して手捺染に用いられ機械捺染

には利用されてい訟い.

織物縦糸については十大紡績

舎祉で夫々研究している現在日

清紡績に於てはその使用する糊

料i腰掛の 40%をアルギン酸ソ

ーダに切換えたとのととでおる。

第 s表現在のアルギン酸ソーダ

業種別需要厳量

用 主会 |年問販貿|
計蛮重量量| 備

織物.録染 150.000延

織物縦糸 100.000

食 白周 100.000

考

留纂化粧品 50.000

その他 50.000

合計|必0.000

歯科印象剤その他

水位塗科その他

(備考)銀盤はパウダー2換算

食用に使用されているのは主としてアイスク Fームの安定剤として用いら
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れ，工業的生産のアイスク P【ムに主として使用されている.零印乳業では

従来使用した線、てのゼラチシをアルギン酸ソーダに切換えた。小島乳業，明

治乳業は夫々 50%をアルギン酸ソーダに切換えている。・

然し上誌の何れの用途に於ても常に他の糊料と比般検討しつつ使用してい

るので，近年ポPピ=ールアルコール伊'.V. A.)， C. M. C.等が護費せられ又

南方のグピオカのような安憤左糊の輸入も考えられ，アルギン酸ソーダも常

にその品質の改良を怠るととはでき君主い。ヨえにアルギン敵ソーダの使用上の

得失を各工業について見ると第4表の通りでるる。

第 4表 各工業別アルギシ醜ソーダ使用上の長所短所

長 Jifr 短 所

①暦が少〈て~~られる。 ①4f期水温低いとき肱糊漣度が遅

@の湯必で要溶が〈吉ヒで他の糊のように煮熟
ν、。

ない。 @厚地の染色のとき肉付が惑い。

@比較的安い。 @糸き易目染い色。はその上にかぶせると関

捺染工業 ④乾燥早〈作業能率が昇る。

@粒子が敏符でむらになることがな
④酸に執壊な染料には使用できな

11、。
11'。

@合成色にうま〈行〈。

⑦最動物も繊よ維い。にはアルギン敵ソーダが

①締布の高級なものにはアルギン融 ①粘度が熱によって低下する。

織物縦糸
ソーダが最真である。乙れは 7 イ @糸に附着する時聞が時により鎗

ノレムを形成するからで織り易〈便 う。

利である。 @使用時のpHが物によって渇ぅ。

①皐僚が比較的安い。 ①海藻臭が残る。

アイス @調合後の据短時聞が短い。 @筑化性に乏しい。

タ Pーム くアバン驚yーダ 30分，ゼラチ ③吸混位がgA¥ぃ。
シ5-6 閲〉

従来各種工業に使用される食用灘粉は年間 50，000聴と云われる.その中

40，1∞0殖は織物用である.その中にはコシスターチ等の輸入にその原料を仰

いでいるものもある。拾ってとれ等D轍入及び蹟〈食糧の輪入を防過し，海藻

費源を生かすため平念にアルギン酸ソーダの技術改良を圃ら怠ければゑらな

い.現在は僅か 450腫を置き換えたに過ぎ君主いが理論的にはその中の 6，500
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80 華菜 類ι 第 1容第3~虎昭和 28 &f.12月

聴はアルギン酸ソーダに換え得る見込がある。現在研究中のものは切手謝寸

用糊，煙草巻付用糊，清樺剤等でるるが，とれ等の用詮に大々的に利用され

るに至るには尚数年の年月を要するらしい。

日本に於けるアルギン酸ソーダ工業は大正 12年頃から始まる。首時，或る

製錬工場のグンクから漏出Lた硫化ソーダ液が偶々そとに捨てであった昆布

に作用 L，紙のような外観を呈したととを護見Lアルギン酸可塑作物を製鑑

したのが始めである。翌年桐生高等工業撃校の某教授が，織物糊にアルギン

酸ソーダを用いることを研究したが技術上の飲陥から中止した。昭和 3年に

商工省東京工業試験場第2部に於て研究を開始し，試験所の井上氏は自邸内

に試験施設を作り桐生，事調鯨十日町の商庖を通じ市場開拓に努力 L，神奈

川勝鶴見に工場を設けた。

その後日産化撃(宮山)，日本アルギン酸(東京下丸子)，東北興業(仙蚕)，大

日本水産工業(根室)の諸株式合耐:で製油を開始L，特に日本アルギン隈株式

合枇は穆酸ソ{ダ法の確立に努力 L:た。

昭和 11年頃から工場は各地に設立され，大東化事(昭和 11年，小岡原市)，

共成(昭和 14年，小樽市)，東北化製工業(昭和 15年，岩手勝大槌町)，君津化

率工業(昭和 16年，千葉懸青堀町)が操業し，昭和 15年には嘗時操業中の 5

祉は連合して工業組合を設立し技術の向上，市場の開拓に努力した。その中

で特に市場開拓に貢献したのは東京日本橋の小西安兵衛商庖であった。

戦争中の海藻工業は第一共大戟の時のように海藻加里，沃度工業が全盛を

極め，アルギン酸ソーダ工業は平和産業として苦難の道を歩んだが，終職直

前は或る程度軍用にも供されたという。

第 5袋アルギン酸Yーダ製

造工場般の観謹

年 次 採集工場設

昭和 22年 30 

23 33 

24 55 

25 18 

26 12 

27 10 

28 6 

{備考)試験操業を含む

f参戦となるに及んで、 G.H.Q.が設置せ

られるや日本に来た諸科事者の中立漆軍

の Dr.FERGUSON WOOD，カナダ園立水産

研究所長 Dr.NEOL M. CARTERの雨氏は

天然資源局から， Dr. CAROLは経済科事局

から夫々日本のアルギン酸ソーダ工業は寒

天と共に，輸出品として有望友りとの暗示

があワた。首時は軍需エ場は行き悩み，勢

力は官会号制lで麓をも摘みたい一心からとれに

着目するもの多く，金園 55工場が工業的
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又は試験的に着業した。然し嘗時は昆布を始めとし生産資材は穂て統制下に

あり，費金も規正され，技術は未熟で特に諸外閣の要求するアルギン酸ソ

{グの品質の詳細の不明，圏内市場筋の不認識等の理由によって中止するも

の積出 L，第5表のような着業工場の愛護があった。

gIJ 6表 アノレギン酸ソーダ製造舎祉現勢

l 陣悶製造
| 憐 カ1- p..1昭和25年|昭和初年昭和27年

舎社名|工揚所在地|資本金 1いウダ|種別|生 産|生 産宮山主
1 -換算)1 | 一

I "..~~...~ I …ー 1_. … k.:"7グー 4，418 I 2，鵬 1 1，881 
共成株式鮒|北海道小櫛 13，000，0001 36，0ω|ミ;二三一叶-官~.I一一二十二

議主這翠P持霊配|北糊海糊遊湖糊錫釧t帥 い同5島叩刷酬帆iρ仰仰州仰0∞側叫仰0∞叫0仏叩，ρθ∞削叩 ど院fz会~~I. -ごごご一一一-一一..+.~竺雪竺竺P叩。IQ.1 竺竺00

義唆警智z霊岩肝手麟駄火槌蜘町い臥同4ρ0仰 ω 7悶5弘刷5脚 l陪之2♂，'7釘 仰附空一lj1ぞ閉J竺明q

花 王 石 餓 l いn.(¥{¥('¥ 1¥1¥1¥ 開"""ノ村.:''7グðt'\.':':1今一;一鈍卸鈍i戸~1'河河:..1一J..~Q!~寓陥aおJ.1:41~~7
株式含社|山形蜘岡市|竺型日竺民主二 主 二 | 二 コ 一 二
君津化拳工業 I..:::s::..~tlh;~.J&I1d"I" I q Î¥̂ 1¥1¥1'¥1 0" 1'¥1¥1'¥ 仔'7~:叶 7，6昭l÷ し...~4.lí. 1 13，8お
株式合祉|千葉腕郷町ピ竺竺日竺!と三 五 亙 亙 副 ; 皇 位
鴨川l化 工 I..:::::t:..:i\fa:tlI~mð rrll1h" 11"'~ 1¥1¥.¥ 1¥1¥1¥1"01¥ 1¥1'¥" 円'7:ダ-ーJ35，部9J38，15:413..1 98，778 
株式含社 IT~竺型11竺恒竺0，00恒竺~b主主主五重t通丞j亙盈;
昭和電工 I..:::::t:..*，= rtt6~.I.~ 1"，，，，， 1¥1"¥1¥ 山n.I'J001¥1"¥1¥ Iパウーダ一三 2，138 ー l ー

株式合枇|千葉蜘山市陛竺，0001竺竺lモ~~.~EI..~Æ:型0.1=-:二一一
大東化拳工業|紳奈 )11懸 12.000.0001 18.000 1::;竺-竺~1...~}nl...2'~~~ 1 株式合祉|小閑原市日刊，0001~竺|主主主J副;三盈|一一
銭見曹主主 I~Yå~6A 13 ra'" I 0'" 1¥1'¥1¥ 1'¥1'¥1'¥1 a.f Î¥I¥ Iパ?〆ー 1 2，0271 2，384 
株式蕃社|糊幡見直|竺竺，000L24仰|主主E 一風亘 ï59:~~s.:I..4i:蹴
餓麟多酒 | い1¥ n̂̂ l¥t¥f¥l ， t::: I¥I'V¥ I竺ーI 801...:ー・一一一|株式含祉| グ I 80，000，的。 15，0叩 |λ-二云下一一ー一一二三ーー一一一二一一.t....二一

昭和水産化拳| い…m いI::':I¥̂I¥Iグdl'"で 一 一三一一| 一
株式含社|静岡膝下回町 I2，000，000 叩叩|どとiご量生五割弱1，115.

磐城セメント looen.nn. ^̂" 昨日，̂ Iパlウ ~::-:I 6，5~:4一一一旦 :.1 35，958 
株式合祉| グ 空竺型引 75，仰い三千-訂33二昼盗J二;盆;
中越化拳 1........""'>.1.......1 〓・1::':1¥1"11¥ I~~.?.~・ :::1 3，499 し...~~Q.I一
些三乞宜主t1宮 山 嚇見町巳竺竺恒竺生長ヱ五盃;13m:二i二

一| いA …̂^̂'昨日 Îパウダ -1 2，060 1 - 1 -議雲等霊|島根豚江津町川柳叩佃町ω|ミ.~.~.~I.. 工ー 1.....:二 孟

I '-::b ~tn2:.tr::: M.，. _1 白^I\n. n〓 .吋v一̂ 1パウダ -1 1，ρ00∞o 1 13，600 1 2釘7ρ震雲喜護|徳僻島牒醐附板棚野酬町凶…?也七竺竺1巴乞二竺竺J直皇皇盆J2.7J.0.1二
奥鯛園化惜準駐工諜業 l 大幼分矧熔鵬儀崎馴町 |μ3，0∞肌0ω叫0仏、仰仰β川川⑪⑪叩|ゆ0130口:0，0∞0ω10I院f♂竺♂.:'汚江''7土Y巴~:ぞr仁ぞrr;竺竺竺~ 一一一一一』一

計

{備考Jパウダー=ベースト X 1/10 

?.:'♂f竺ぞぞ三竺 -一一一一旦J竺空型空~，.!Ii坦里惇恒l 一 u明占~~.6J.!一句:&~~.
ペースト 320，5111249ゆ101309，330 

計
820，000 I(パウダ 127，037 1180，407 1229，544 

ー換算)I 
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82 事誕 類第u量第S競昭和28.fJ!.12月

然L残存した工場は技術的にも経普的にも多大の犠牲を梯い，単位工場の

生産力も上昇L漸く前挫の用途別の市場を開拓し得たが-，二の例を除い

ては未だ濁立採算の商には不充分で輪出には債格が合わや，尚一唐の合理化

が要請せれらている。との間昭和 23年には復興金融金庫より約 20，000，0∞
闘，昭和24年には劉日援助見返り費金が 75∞oρ00闘貸出され，業界を今

日あらしめるに大なる貢献を注している。

昭和 25，26，27年の 8年聞に於ける業界のAA況は第6表及び第7表のよう

でるるが，昭和28年に至つては質動工場は君津化串，鴨川化工，磐城セメン

ト，昭和水産化著書，鶴見曹謹，志摩産業の 6枇に集約された。

第 7~ アルギン酸Yーダの周治則販E宮殿量及び輸仰

附圏内販貿

用|織物用!?化策|工業用|その他|合 計

昭 パウダー 41，513延 36，061託 6，0701iI 7，420斑 1，449延 92，513庖
和

ベースト 61，621 176，935 32，476 48，410 15，845 335，287 
25 

計a手 パウダー換算
47，675 53，755 9，318 12，261 3，034 126，043 

72，406 9，335 18，538 2，122 177，852 

和べ 50，133 暖 パウ7正ダー換ーF算1|| 7R岨
26 

153ρ6s 18，898 15ρ09 1，969 239，077 

年 ，、。 申・u， 80，必i4

昭和27&手は顎陸中

l吋翰

S手 次

昭和 24年

昭和 26&手

昭和 27年

111 

般

ポンド
3，407 
2，865 
1，250 

87，713 11，225 20，039 2，319 201，760 

園仮格|製造舎祉|輸出先

918，498図陣)1(化工，花王右輪|アメ P カ

763点54 鴨川化工|アメリカ

450，000 鴨川化工|アメ官カ

(備考} 債格は F.O.B.とする。

日本に於ける褐藻類資源は非常に多いと云われている。事質，職争中梅藻

から盟化加里と沃度とを製遣した時は軍の強請と強力伝統制の下にるったと

は云うが，昭和 19年に海藻から 3700腫の鹿化加里が製遺せられている.と

れを原藻に換算すれば約 17，000，000貫の雑昆布「アラメJrカジメ」等の非

食用海藻が集荷されたととに怠る。平時の生産は現在アルギン酸工場も操業
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岡崎: アルギン酸ソーダ及びアルギン酸ソーダ工業の現紋 邸

L，その他佃煮用肥飼料用に向けたりするので大体 2，1∞0，000貫の「アラメ」

「カジメ」が集荷されているらしい。とれは「カジメ」等の密生地帯で、は他の

水産動植物の蕃殖保護の必要上，夏の漁閑期に「アラメ狩り」という行事が

るり，自給肥料にしたり販費したりしているととからも想像に難くない。一

方食用昆布は王子時年間 ]2ρ00，1ωo貫程度の生産がるり，非食用雑物，裾物は

大体 2，∞0，000貫{立は出ると見られるから，現在の欣況は「カジメJiアラメ」

「雑昆布」合計で約4ρ00，∞0貫程度が理論的にアルギン酸ソーダ原料として

期待できるものとJ思われる。

然LiアラメJiカジメ」の場合は常に他の沿岸漁業例えば「アワピJiエ

ピJiテングサ」等を採取する採算と比較されるから，アルギン酸ソーダ原藻

が常に集荷し得られるとは限ら友い。然し他面に於て「テングサ」等の寒天

原藻と異なって「カジメ」や「アラメ」等禍器類の取引は殆んE潰で現金取

引が行われ手形取引はゑい。
第 8袋カジメの商品債依

従って漁民にとってはとれ等

海藻の採取によって，現金牧 カジメ中の有効成

入が得られるから有利なー商 7ルギ材協~Jg，メ 分主主びにその商品

もあるわけである。 としての俣格

とれ等の理由から現在より

も倫高慣にアルギン酸ソーダ ゎ=斗匡ヨ匂
工場が原藻を買入れるととが

アルギン酸

180j¥ 140固

できれば，殆んE組、てが工業
マンユット

140 110 
用に向けられるととになる。

従って褐色斑類に含有する他

の有効成分もアルギン酸ソー

加盟瞳

]20 2.5 

グと同時に製品化して，原藻

の慣値を増大するととが必要

沃 皮

4 8 

である。「カジメ」という外見
7 コイジン

90 54 
極めてゐ組末吉主海部，の商品慣

値を成分分析から債格に見積
ク ロ ロ 7 イノレ

6 ]2 

ると第8表のように友る。

* Qjlllllllllllllll令以上の理由から水産聴では 計 426.5 

昭和 26，27の 2年筒年に亘
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類

って海寵高度利用工業化試験費を計上し現在アルギン酸ソーダの製造を行

っている圏内 6工場に合計 15，818，100闘の費用を交付してアルギン酸に戎い

で，含有量と商品債値の多いマン=ットの工業的製鑑方法の試験を行い，現

在着々と成果を事げている。

マン=ットは六債のアルコールの一種で，白い結品体で弱い甘・味を有L，

その希望的用途は第9表の諮りで

ある。

との中で現在販賀されているも

のは皆薬用が主で、あり，未7芝生産

品を総て販買するに至ってい友い

が，エ業用に供する場合は粗製品

で足りるので現在工業用の用途に

ついて研究中で、ある。以下マン=

ツトの試験製造エ程の大要を述べ

畷和28.{手12月第s趣意第1傘-藻84 

ると，

第 1には，原藻からアルギン酸

ソ{グを抽出する以前に液体アン

モ=ア又はメタノール等のi容掬lで

マンエットを抽出し，以下分離，漂

白，濃縮結晶，再結品，分離，乾

燥して製品化するもので、，使用した液体アンモユアは蒸蛮冷凍回牧する。メ

タノーJレは燕湘回牧し共に再度使用する。マンエットの抽出の格づた母藻は

とれをアルギン酸ツーダエ場に選るのである。

第2には，アルギン酸ソ{グ製遣の第 1工程である原藻の盟酸鹿理腔液を

利用せんとするもので，との鹿液はマン=ット，沃度，盤化加里を含有する

と共にフコイジンを含有するため，シラップ扶でそのままでは水分の蒸殻が

困難で、aうるから活性白土，鱗盟等で精製し，他の成分を鵡過分離して蒸殻を

容易とし，効用健で液を濃縮し更にイオン交換樹脂等の精製剤を用いてマン

エツトを精製乾燥す答。

第 3の方法は廃液にアルギン酸ソ戸ダ及び消石炭を加えて精製し，硫酸銅

を加えてマン=ットをマシユット銅として沈澱させ，強過精製したものを電

解 Lマンエツトを遊離せしめ，残る水分を蒸渡しマン=ットを脆71<.して乾燥

-16-

鵬↓一一一↓一一…………………一

…E
E
J
一日

別吾川町一一一



岡崎: アルギシ酸ソーダ及びアルギン敵Yーダ工業の現紋 85 

ずる。

以上各方法共一長一短はあるが，技術の完成と製品市場の開拓とによって

海藻の慣値も上昇すると期待が持たれている。アルギン酸ソーダの一般製法

.10表説明表において番競は夫々下記にて賓施したものである。

詳細は下記に照合すればよい。

番競| 笈 胞舎社名 | 同 右 工 場 所 在地|捻 常 者

① |一般的製法 |第 6表参照 |下記参照

@ |花王硝株式合祉 |山形糊岡市新町光ケ丘 |佐川幸次郎

@ |東北化準工業株式含祉|岩手際上閉伊郡大槌町小槌|積回勝太郎

@ |昭和水産化拳株式含祉|静岡鯨賀茂郡下回町 2 荻崎五郎

@ |鴨川化工株式含社 |千葉懸安房網島}Il町貝渚 |藤田丈夫

@ |蝋セメント株式鮒|静岡賂撒部下回町中島 |小 川I 正

なお②@⑤についてはその試験報告があるから(水産隠愛行}申越しあれば

ヰ6'~きりする。

w
d
 



86 糠 類:第11/量第S滋昭和28.l手12月

と上越のマン=ット製趨工程の概略を第10表に示してたく.

職時中全盛を極めた海寵友より浸出法によって加里堕と沃度を製遣するエ

業は，アルギン酸やマン=ットのよう~有機物を全部焼き捨てる工業で，職

後は加里盤も安く輪入され梅藻友から加旦盟を製遺する工業は，とれと同時

に製遁せられる沃度や食盟とプール計算しても倫採算に合わゑ〈象った。

アルギン酸ソ戸ダとマン=ットとを同時に同ビ原料から作って，向その話1)

産物として加旦盟と沃度を製遺して始めて採算が合うようにたるのでは註い

か，との問題も既に技術的には研究が進行中でるり，又同時に製詰ませられつ

つある葉韓議については，近来化粧品，脅薬品等に脚光を浴びつつあり，又フ

コイジシは製紙の分散剤として利用の可能性があり，との二つの製品化につ

いても既に基礎的危問題は解決し，工業化の試験を待つばかりに怠っている.

寒天原藻と異怠って褐藻類は資源的に多く車まれており，その有効成分が

多種に亘っているため，研究の進行につれて原藻の慣値が上って行くととろ

に面白味があり，それだけに産業とし成り立つ大工業とするための研究事項

には倫多くの問題が蔑されている。

-18-




